第４号様式の１（第１８条）
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　①　本校、分室、障害種別ごとに別葉とする。特別支援学級児童生徒数も障害種別ごとに記入する。
2 病院等名の欄については、病院等内に特別支援学級を設置している場合について記入する。

3 障害種別は、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自閉症・情緒障害のいずれかを記入する。
　④　授業を担当する教員については、特別支援学級担任教員は特別支援学級で課する授業と通常の学級で課する授業に付き添う場合を合わせて記入、特別支援学級担任以外の教員は、特別支援学級で課する授業のみ記入し、氏名に（　　　　　）を付すること。
5 　特別支援学校免許状の欄については、視覚障害に関する教育の領域を定めた特別支援学校教諭１種免許を所持する場合は「視覚１」のごとく、特別支援教育領域（視覚、聴覚、知的・肢体不自由・病弱）と１種、２種、専修の別を記入する。所持しない場合は「無」と記入する。

6 年齢は年度当初とし、教職年数は前年度末までの年数とする。講師の教職年数は０とする。
